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指摘事項 対応 備考

土木学会の「原子力発電所の津波評価技術
（2016）」に示される海域活断層の大す
べり領域の考慮について，現在の評価との
関係について説明すること。

５断層連動モデルにつ
いて，大すべり領域を
設定し，その影響につ
いて確認する。
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基準津波の策定にあたっては，原則「原子力発電所の津波評価技術(2002)」

（以下，土木学会手法（2002）という）に従い評価を行い，平成25年9月に

新規制基準適合性申請を行っている。

その後，平成28年9月30日に「原子力発電所の津波評価技術（2016）」

（以下，土木学会手法（2016）という）が発刊されている。

土木学会手法（2016）では，活断層のパラメータスタディーの因子について，

大すべり域の考慮が追加されたことから，その影響について検討した。

検討にあたっては，土木学会手法（2016）に示される海域活断層の例示計算

を参考に実施した。

原子力発電所の津波評価技術（2016）より抜粋

検討の背景
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土木学会（2016）の例示計算では，大すべり域を以下の条件で設定している

・大すべり域のすべり量と平均すべり量との比は2.0

・大すべり域の面積率は0.25

・大すべり域は走向方向に4分割し，1カ所に大すべり域を配置

・大すべり域の位置を変えた４ケースを検討

・平均すべり量は4.5mで飽和

・スケーリング則は断層面積Sと地震モーメントM0の関係を用いる

原子力発電所の津波評価技術（2016）より抜粋

原子力発電所の津波評価技術（2016）より抜粋原子力発電所の津波評価技術（2016）より抜粋

検討条件
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５断層連動モデル
佐渡島南方断層 ～ Ｆ－Ｄ断層
～ 高田沖断層 ～ 親不知海脚西縁断層
～ 魚津断層帯

５断層連動モデル

大すべり域を設定した場合の影響について，活断層の連動

を考慮した「５断層連動モデル」を用いて検討する。

敷地周辺海域の活断層分布図

検討条件



断層名

波源の
モデル化

（スケーリン
グ則）

Ｍｗ

断層
長さ
Ｌ
(km)

断層幅
Ｗ
(km)

走向
θ
(°)

上縁
深さ
ｄ
(km)

傾斜角
δ
(°)

すべり
角
λ
(°)

すべり量
Ｄ

（ｍ）

佐渡島南方断層

土木学会
手法

8.0

29 21 0

0

45 62

7.7
Ｆ－Ｄ断層～
高田沖断層

55 26 55 35 96

親不知海脚西縁断層～
魚津断層帯

72 26 30 35 90

佐渡島南方断層

強震動
予測
レシピ

8.0

29 24 0

0

45 62

7.1
Ｆ－Ｄ断層～
高田沖断層

55 30 55 35 96

親不知海脚西縁断層～
魚津断層帯

72 30 30 35 90
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５断層連動モデル：一様すべりモデル

■ 波源の諸元：活断層の連動を考慮したモデル

５断層連動モデル

敷地周辺海域の活断層分布図

５断層連動モデル：大すべり設定モデル

断層名

波源の
モデル化

（スケーリン
グ則）

Ｍｗ

断層
長さ
Ｌ
(km)

断層幅
Ｗ
(km)

走向
θ
(°)

上縁
深さ
ｄ
(km)

傾斜角
δ
(°)

すべり
角
λ
(°)

すべり量
Ｄ

（ｍ）

佐渡島南方断層

強震動
予測
レシピ

8.0

29 24 0

0

45 62
9.0
3.0

Ｆ－Ｄ断層 25 30 55 35 96
9.0
3.0

高田沖断層 30 30 55 35 96
9.0
3.0

親不知海脚西縁断層 36 30 30 35 90
9.0
3.0

魚津断層帯 36 30 30 35 90
9.0
3.0

本検討の波源の諸元

波源の諸元

基準津波の検討で設定した波源の諸元

上段：大すべり域
下段：背景領域

大すべり領域設定例

大すべり域

大すべり域は走向方向に4
分割し，1カ所に大すべり
域を配置

大すべり域の位置を変え

た６ケースを検討（次ペ

ージ参照）



Case1 Case2 Case3 Case4 Case5

取水口前面最大 防潮堤前面最大

検討結果

T.M.S.L.(m) 概略ﾊﾟﾗｽﾀ Case1 Case2 Case3 Case4 Case5 Case6

取水口前面最大 4.85 3.54 3.38 3.59 3.31 3.63 3.63

防潮堤前面最大 6.01 3.44 3.16 3.25 2.91 3.50 3.50

いずれのケースも基準津波検討における概略パラメータスタディの最大値を下回るこ
とを確認
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表 取水口前面最大水位および防潮堤前面最大水位

Case6



「原子力発電所の津波評価技術（2016）」が発刊されたことを踏まえ，ここに記載さ

れるている大すべり域を設定した場合の影響について検討した。

基準津波策定に用いている5断層連動モデルに対して，土木学会手法（2016）に示さ

れている例示を用いて大すべり域を設定し，津波水位の算定を行った。

その結果，大すべり域を設定し算定した津波水位は，基準津波策定にあたって算定した

概略パラメータスタディにおける津波水位を下回っていることを確認した。

まとめ
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